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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 4,489 △40.0 △1,029 ― △1,122 ― △937 ―
21年3月期第3四半期 7,485 4.0 △242 ― △244 ― △228 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △99.98 ―
21年3月期第3四半期 △24.38 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 9,717 1,902 17.6 182.08
21年3月期 9,624 2,608 25.5 261.33

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  1,707百万円 21年3月期  2,450百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,400 △28.7 △1,080 ― △1,160 ― △970 ― △103.44
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について
は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 10,000,000株 21年3月期  10,000,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  623,247株 21年3月期  623,157株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期  9,376,753株 21年3月期第3四半期  9,377,842株
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当第３四半期（９ヶ月）におけるわが国経済は、一部に回復の兆しが見られるものの設備投資の抑制、雇用情勢

の悪化、更には政府によるデフレ宣言、円高の進行等により、依然として厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況のもと、当第３四半期（９ヶ月）の業績は、需要の回復時期のずれ込み等の要因により自動車機

器、ガス機器、汎用機器の各部門で売上が前年同期を下回り、連結売上高は44億８千９百万円（前年同期比40.0％

減少）となりました。 

損益につきましては、一層のコスト削減及び採算性の改善に努めてまいりましたが、売上減少に伴う固定費負担

の増加、為替差損等の要因により、営業損失は10億２千９百万円、経常損失は11億２千２百万円、四半期純損失は

９億３千７百万円となりました。 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

自動車機器事業は自動車用気化器の販売減少により売上高は６億円（同45.1％減少）、営業損失は９千４百万円

（前年同期は７千７百万円の営業利益）となりました。 

ガス機器事業は韓国向け輸出高の減少及び、産業機械向け販売の減少により売上高は14億５千６百万円（同

51.4％減少）、営業損失は５億４千８百万円（前年同期は２千９百万円の営業利益）となりました。 

汎用機器事業は最終製品の主要マーケットである米国市場の低迷により売上高は20億４千５百万円（同32.2％減

少）、営業損失は６億３千９百万円（前年同期は５億８千１百万円の営業損失）となりました。 

不動産賃貸事業は売上高３億８千６百万円（同1.7％増加）、営業利益は３億１千３百万円（同1.7％増加）とな

りました。 

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。 

日本では、各部門での販売減少により、売上高は38億２百万円（同44.6減少）、営業損失は９億６千１百万円

（前年同期は１億９百万円の営業損失）となりました。 

中国では、汎用機器の販売減少により、売上高は２億７千１百万円（同3.4％減少）となったものの、製造原価の

低減により、営業利益は３千９百万円（前年同期は９百万円の営業利益）となりました。 

米国では、汎用機器の販売減少により、売上高は10億８千５百万円（同22.5％減少）、営業損失は４千９百万円

（前年同期は８千４百万円の営業損失）となりました。   

  

（資産の部） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は、97億１千７百万円と前連結会計年度末と比べて９千２百

万円増加しました。主な増減項目は投資有価証券の増加（３億３千９百万円）、現金及び預金の減少（２億８千３

百万円）であります。 

（負債の部） 

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は、78億１千４百万円と前連結会計年度末と比べて７億９千８

百万円増加しました。主な増減項目は短期借入金の増加（１億７千６百万円）、長期借入金の増加（１億２千１百

万円）であります。 

（純資産の部） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、19億２百万円と前連結会計年度末と比べて７億５百万円

減少しました。主な増減項目はその他有価証券評価差額金の増加（２億１百万円）、利益剰余金の減少（９億３千

９百万円）であります。 

（キャッシュ・フローの状況） 

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は５億５千４百万円の支出となりました。主なプラス要因は減価償却費

５億７千万円、売上債権の減少１億３千４百万円であり、主なマイナス要因は税金等調整前四半期純損失９億４千

万円、固定資産除売却損益１億９千８百万円等によるものです。 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は１億２千１百万円の支出となりました。主なプラス要因は有形固定資

産の売却による収入２億５千３百万円であり、主なマイナス要因は有形固定資産の取得による支出３億４千３百万

円等によるものです。 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は４億１千６百万円の収入となりました。主なプラス要因は長期借入れ

による収入３億円等によるものです。 

  なお当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、７億３百万円であります。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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平成22年３月期通期の業績につきましては、平成22年１月29日に「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表

しましたとおり、予想値を下回る見込みとなりましたが、受注の回復傾向も見られており、またガス機器の新機種

の立上げ等もあり、第４四半期（３ヶ月）の業績は、第１～第３の各四半期毎の業績を上回る見込みです。  

  

該当事項はありません。  

  

①簡便な会計処理 

1）棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しましては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。また、棚卸資産の簿価切下

げに関しましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行なう方

法によっております。 

2）固定資産の減価償却費の算定方法  

予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しております。 

3）繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタ

ックス・プランニングを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 1）税金費用の計算 

 税効果会計の適用にあたり「簡便法」を採用しております。また税金費用につきましては法人税等調整額を

含めた金額を一括掲記しております。  

  

①連結の範囲の変更 

 当社の連結子会社でありました株式会社ニッキ ソルテックは、平成21年４月１日を合併期日として株式

会社日気サービスを吸収合併し、株式会社ニッキ ソルテック サービスに商号変更いたしました。  

（会計方針の変更）  

当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表における子会社及び関連会社の範囲の決定に関する適用

指針」（企業会計基準適用指針第22号平成20年５月13日）を適用しております。 

なお、これによる損益への影響はありません。 

②変更後の連結子会社の数     ６社    

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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   当社グループは平成19年３月期連結会計年度の営業損失１億５千２百万円、平成20年３月期連結会計年度の

営業損失12億２千４百万円、平成21年３月期連結会計年度の営業損失は４億９千４百万円となり、３期連続の

営業損失となり、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせる兆候が存在しておりますが、当社グループ

といたしましては、これまで実施してまいりました事業構造改革を継続進展させ、人員のスリム化、設備投資

の見直し、子会社・国内拠点の整理統合等徹底したコスト削減を着実に実行することで更なる固定費の削減を

図るとともに、事業の選択と集中を行い、ガス機器事業を中心とした新興国向け売上を増強し、収益構造の改

善を図ります。 

① これまで実施してきた施策 

イ．従業員数の削減 

 生産性を向上させ、固定費を削減するため、単体ベースでありますが、平成18年９月末で553名（うち正

社員372名）の従業員数を平成21年９月末には329名（うち正社員287名）まで削減いたしました。 

ロ．役員報酬の削減 

 役員報酬につきましては平成19年７月より15％、平成19年10月より20％、平成20年５月より25％の役員

報酬を削減し、現在も継続しております。 

ハ．管理職給与の削減 

管理職給与につきましては平成19年７月より10％、平成19年10月より15％、平成20年５月より20％の管

理職給与を削減し、現在も継続しております。 

こうした施策により単体ベースでは平成18年度に32億３千７百万円であった人件費は平成20年度では24

億６千８百万円まで削減いたしました。  

ニ．経費削減 

 人件費以外の経費の節減も徹底的に実施し、平成18年度上期に５億６千９百万円であった経費は平成21年

度上期では４億５百万円まで削減いたしました。  

ホ．材料費削減 

 購買先および購買方法の見直しにより、平成18年度の材料比率57.2％を平成21年度上期には55.2％まで低

減させました。  

へ．子会社の移転、統廃合 

 東京都板橋区にありました当社の自動車機器を販売している当社子会社㈱日気サービスを当社の本社の所

在する神奈川県厚木市に移転し、当社ガス自動車用燃料供給システムの販売及び開発をしている㈱ニッキ 

ソルテックと統合（合併）し業務の効率化を実施いたしました。また、当社子会社ニッキ・テクノ㈱におき

ましては神奈川県座間市相武台にて生産活動の一部を実施しておりましたが、これを当社の本社の所在する

神奈川県厚木市に移転し、業務の効率化を実施いたしました。また、汎用気化器を生産しておりました当社

子会社田島精密工業㈱の生産活動を平成21年９月をもちまして終了し、生産を当社子会社瀋陽日新気化器有

限公司及び本社工場へ移転・集約いたしました。これにより製造部門の売上比約3.9％の収益改善を目指し

てまいります。 

ト．製品別採算見直しによる販売価格の改定 

 製品別採算を継続的に見直し、販売価格の改定を実施いたしました。  

チ．生産性の向上 

 分散していた製造ラインの集中・集約によるラインの短縮化を実施し、また物流ラインの見直しを実施す

ることにより生産性の向上に努めました。 

リ．新人事制度 

 平成21年上期より新人事制度を導入いたしました。本人事制度を定着化し、施策の実現力を担保するとと

もに、人材の強化、育成を確実に強化してまいります。  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等
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② 今後の施策  

イ．基本方針 

 上記に掲げる事業構造転換に向けたインフラ整備の施策を継続するとともに、収益性・成長性を重視した

事業の選択と集中による事業構造改革につなげ、長期的・安定的な収益基盤の構築を図るとともに、これを

推進する社内体制を整備・確立してまいります。  

ロ．戦略的事業部門別展開 

・ガス機器事業については、ガス市場がガソリン代替市場と位置付けられるため、原油価格の高騰及び環境

意識の高まりから、今後も成長性の高い事業分野であると考えております。また、当社はガス燃料噴射機

器、燃料電子制御装置等全体システムを供給できるため他社との競争上も優位にある事業分野と考えてお

ります。今後は特に新興国市場等において成長性が大きく見込まれるため、アジア市場を中心とした海外

ＮＧＶ（天然ガス自動車）市場において提携も含めた参入を積極的に進めてまいります。 

・汎用機器（小型エンジン用気化器）事業は、米国市場（芝刈り機、発電機等）を睨んだ事業であり、当面

市場の成長性は低下あるいは鈍化することが予想されるため、採算性を重視した事業展開を実施してまい

ります。ただし、中期的に燃料噴射化への動きも予想されるため、燃料噴射化への対応を強化するととも

に、生産分担の最適化を進めコストミニマム化を徹底してまいります。 

・自動車機器（主として自動車用気化器）事業については今後の成長性は見込みにくいため現状の採算性を

確保しつつ、製品の統廃合を進めてまいります。  

ハ．更なる収益確保・採算改善  

・製品別採算見直し 

 製品別採算の管理・見直しを更に強化し、不採算製品については廃止も含めた整理統合を促進してまい

ります。これにより製造部門の売上比約1.6％の収益改善を目指してまいります。 

・設備費用の抑制 

 当面は選別的な設備投資を実施し、また設備購入金額の引き下げに努めており、減価償却費の削減を図

ってきております。これにより製造部門の売上比約1.0％の収益改善を目指してまいります。 

・ＶＥ／ＶＡ活動 

 購買先、購買方法の見直しによるコストダウンだけでなく、開発・設計段階まで遡ったＶＥ／ＶＡ活動

を強化し、より一層のコストダウンの徹底を図ってまいります。 

ニ．品質向上 

 事業の構造変化に対応した管理項目の見直し、不具合検出力の再点検及び予防措置の徹底を図るととも

に、上流である開発・設計段階からの「生産前品質保証活動」を更に強化・徹底してまいります。  

ホ．組織・体制の整備 

・収益性を重視した、生産分担の最適化及び関係子会社の事業分担の見直しを実施してまいります。 

・事業部門別組織の検討および部署別機能の見直しを進め、効率的な組織と事業別組織力の強化を実現して

まいります。 

 以上の対応・施策を迅速かつ着実に実施し、平成23年３月期には営業黒字を達成する所存でございます。   
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 843,194 1,126,909

受取手形及び売掛金 1,324,863 1,460,502

商品及び製品 416,679 549,172

仕掛品 999,158 846,113

原材料及び貯蔵品 22,944 33,636

その他 283,720 122,216

貸倒引当金 △5,351 △5,781

流動資産合計 3,885,209 4,132,770

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,185,485 2,303,529

機械装置及び運搬具（純額） 1,351,699 1,482,646

その他（純額） 1,060,065 795,559

有形固定資産合計 4,597,251 4,581,735

無形固定資産 191,233 205,425

投資その他の資産   

投資有価証券 1,031,460 692,311

その他 12,101 12,309

投資その他の資産合計 1,043,562 704,620

固定資産合計 5,832,046 5,491,782

資産合計 9,717,255 9,624,552

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 931,416 992,179

短期借入金 1,554,268 1,377,600

未払法人税等 5,403 7,373

賞与引当金 96,170 153,952

その他 1,047,906 660,255

流動負債合計 3,635,164 3,191,361

固定負債   

長期借入金 934,200 812,400

退職給付引当金 1,762,291 1,882,639

役員退職慰労引当金 77,590 68,651

その他 1,405,168 1,060,797

固定負債合計 4,179,249 3,824,488

負債合計 7,814,414 7,015,850
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 49,674 49,674

利益剰余金 1,181,435 2,121,240

自己株式 △295,286 △295,270

株主資本合計 1,435,824 2,375,644

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 357,873 156,698

為替換算調整勘定 △86,292 △81,825

評価・換算差額等合計 271,581 74,873

少数株主持分 195,434 158,184

純資産合計 1,902,840 2,608,702

負債純資産合計 9,717,255 9,624,552
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 7,485,386 4,489,835

売上原価 6,587,810 4,511,047

売上総利益又は売上総損失（△） 897,575 △21,212

販売費及び一般管理費 1,140,095 1,008,361

営業損失（△） △242,520 △1,029,574

営業外収益   

受取利息 4,788 3,838

受取配当金 45,113 16,905

補助金収入 － 17,258

その他 46,211 20,937

営業外収益合計 96,113 58,939

営業外費用   

支払利息 32,246 70,194

為替差損 63,933 81,626

その他 1,489 2

営業外費用合計 97,669 151,823

経常損失（△） △244,075 △1,122,457

特別利益   

固定資産売却益 － 202,542

その他 1,924 －

特別利益合計 1,924 202,542

特別損失   

固定資産除売却損 9,638 3,917

投資有価証券評価損 32,446 －

特別退職金 － 12,767

リース解約損 － 4,073

特別損失合計 42,085 20,758

税金等調整前四半期純損失（△） △284,236 △940,673

法人税等 7,040 4,356

過年度法人税等 △31,768 －

少数株主損失（△） △30,831 △7,507

四半期純損失（△） △228,677 △937,522
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 2,307,736 1,542,251

売上原価 2,012,137 1,554,829

売上総利益又は売上総損失（△） 295,598 △12,578

販売費及び一般管理費 368,403 296,792

営業損失（△） △72,805 △309,370

営業外収益   

受取利息 265 △73

受取配当金 6,707 2,494

為替差益 － 25,685

その他 28,064 7,064

営業外収益合計 35,037 35,169

営業外費用   

支払利息 10,493 21,976

為替差損 98,695 －

その他 － △0

営業外費用合計 109,188 21,976

経常損失（△） △146,955 △296,176

特別利益   

固定資産売却益 － 202,468

その他 1,108 －

特別利益合計 1,108 202,468

特別損失   

固定資産除売却損 － 269

投資有価証券評価損 32,446 －

リース解約損 － 4,073

その他 8 －

特別損失合計 32,455 4,343

税金等調整前四半期純損失（△） △178,302 △98,050

法人税等 △3,305 1,669

少数株主利益又は少数株主損失（△） △8,438 15,903

四半期純損失（△） △166,558 △115,623

㈱ニッキ　（6042）　平成22年３月期　第３四半期決算短信

-10-



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △284,236 △940,673

減価償却費 622,805 570,023

退職給付引当金の増減額（△は減少） △102,972 △120,348

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △12,682 8,941

貸倒引当金の増減額（△は減少） △263 △429

賞与引当金の増減額（△は減少） △114,951 △57,781

受取利息及び受取配当金 △49,901 △20,743

支払利息 32,246 70,194

投資有価証券評価損益（△は益） 32,446 －

固定資産除売却損益（△は益） 9,618 △198,626

売上債権の増減額（△は増加） 138,174 134,606

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,548 △14,272

その他の流動資産の増減額（△は増加） △217,042 －

仕入債務の増減額（△は減少） △58,531 11,148

その他の流動負債の増減額（△は減少） 202,448 －

その他 6,775 65,765

小計 205,482 △492,195

利息及び配当金の受取額 49,901 20,743

利息の支払額 △34,042 △72,309

法人税等の支払額 △4,584 △11,062

営業活動によるキャッシュ・フロー 216,757 △554,823

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △5,400 △5,400

定期預金の払戻による収入 82,637 26,400

有形固定資産の取得による支出 △309,085 △343,974

有形固定資産の売却による収入 216 253,832

無形固定資産の取得による支出 △3,964 △53,501

貸付けによる支出 △2,000 －

貸付金の回収による収入 3,385 1,285

その他 3,770 △374

投資活動によるキャッシュ・フロー △230,439 △121,732

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △12,882 △55,498

割賦債務の返済による支出 － △746

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000 116,668

長期借入れによる収入 － 300,000

長期借入金の返済による支出 － △118,200

社債の償還による支出 △100,000 －

自己株式の取得による支出 △770 △15

少数株主への配当金の支払額 △3,366 －

セール・アンド・リースバック取引による収入 － 174,700

その他 △495 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 182,484 416,907

現金及び現金同等物に係る換算差額 △26,362 △2,914

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 142,438 △262,562

現金及び現金同等物の期首残高 803,143 965,744

現金及び現金同等物の四半期末残高 945,582 703,182
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該当事項はありません。  

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
自動車機
器事業 
（千円） 

ガス機器
事業 
（千円） 

汎用機器
事業 
（千円） 

不動産賃
貸事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 278,643  745,303  1,156,404  127,385  2,307,736  －  2,307,736

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －

計  278,643  745,303  1,156,404  127,385  2,307,736  －  2,307,736

営業利益(又は営業損失△)  19,996  72,195  △245,811  103,184  △50,435  △22,370  △72,805

  
自動車機
器事業 
（千円） 

ガス機器
事業 
（千円） 

汎用機器
事業 
（千円） 

不動産賃
貸事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 161,546  618,622  633,125  128,956  1,542,251  －  1,542,251

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －

計  161,546  618,622  633,125  128,956  1,542,251  －  1,542,251

営業利益(又は営業損失△)  △40,975  △150,471  △209,496  107,303  △239,641  △15,728  △309,370
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前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分は、製品の種類、性質により区分しております。 

２．各事業区分の主要製品 

３．会計処理の方法の変更 

（前第３四半期連結累計期間） 

 （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

   第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

５日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期

間では、自動車機器事業及びガス機器事業で営業利益が15,571千円、7,324千円それぞれ減少し、汎用機器

事業で営業損失が12,513千円増加しております。 

  
自動車機
器事業 
（千円） 

ガス機器
事業 
（千円） 

汎用機器
事業 
（千円） 

不動産賃
貸事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 1,093,949  2,995,416  3,015,661  380,358  7,485,386  －  7,485,386

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －

計  1,093,949  2,995,416  3,015,661  380,358  7,485,386  －  7,485,386

営業利益(又は営業損失△)  77,188  29,606  △581,711  308,102  △166,813  △75,707  △242,520

  
自動車機
器事業 
（千円） 

ガス機器
事業 
（千円） 

汎用機器
事業 
（千円） 

不動産賃
貸事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 600,970  1,456,598  2,045,397  386,868  4,489,835  －  4,489,835

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －

計  600,970  1,456,598  2,045,397  386,868  4,489,835  －  4,489,835

営業利益(又は営業損失△)  △94,134  △548,933  △639,202  313,407  △968,863  △60,710 △1,029,574

事業区分 主要製品 

自動車機器事業 スロットルボディ、気化器、アクセルワイヤユニット、アクチュエータ 

ガス機器事業 
ＥＣＵ（電子制御装置）、インジェクター及び噴射システム、ミキサー、ベー

パーライザ、レギュレータ 

汎用機器事業 汎用気化器（農業用、産業用）、船舶用気化器、二輪用噴射システム 

不動産賃貸事業 不動産賃貸 
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前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本 

（千円） 
中国 

（千円） 
米国 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  1,796,805  58,807  452,124  2,307,736  －  2,307,736

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 358,979  56,363  －  415,342  △415,342  －

計  2,155,784  115,171  452,124  2,723,079  △415,342  2,307,736

営業利益(又は営業損失△)  △26,775  5,153  △28,305  △49,927  △22,877  △72,805

  
日本 

（千円） 
中国 

（千円） 
米国 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  1,198,203  45,135  298,912  1,542,251  －  1,542,251

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 160,311  81,586  519  242,417  △242,417  －

計  1,358,515  126,721  299,431  1,784,668  △242,417  1,542,251

営業利益(又は営業損失△)  △335,809  45,543  △2,606  △292,871  △16,498  △309,370
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前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．所在地は、在外子会社の所在する国により区分しております。 

２．会計処理の方法の変更 

 前第３四半期連結累計期間  

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

  第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の

営業損失が、日本で35,409千円増加しております。 

  
日本 

（千円） 
中国 

（千円） 
米国 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  5,961,153  124,657  1,399,575  7,485,386  －  7,485,386

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 908,376  156,369  －  1,064,745  △1,064,745  －

計  6,869,529  281,026  1,399,575  8,550,131  △1,064,745  7,485,386

営業利益(又は営業損失△)  △109,096  9,630  △84,978  △184,444  △58,075  △242,520

  
日本 

（千円） 
中国 

（千円） 
米国 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  3,307,469  98,122  1,084,243  4,489,835  －  4,489,835

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 495,396  173,225  775  669,397  △669,397  －

計  3,802,866  271,347  1,085,019  5,159,233  △669,397  4,489,835

営業利益(又は営業損失△)  △961,113  39,143  △49,117  △971,087  △58,487  △1,029,574
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前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）米国 

(2）韓国 

(3）その他……中近東、東南アジア、中国 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。 

〔海外売上高〕

  米国 韓国 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  518,060  438,766  74,537  1,031,364

Ⅱ 連結売上高（千円） － － －  2,307,736

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  22.5  19.0  3.2  44.7

  米国 韓国 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  416,998  255,175  198,208  870,382

Ⅱ 連結売上高（千円） － － －  1,542,251

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  27.0  16.5  12.9  56.4

  米国 韓国 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  1,702,833  1,280,456  193,457  3,176,747

Ⅱ 連結売上高（千円） － － －  7,485,386

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  22.7  17.1  2.6  42.4

  米国 韓国 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  1,292,801  380,032  504,043  2,176,877

Ⅱ 連結売上高（千円） － － －  4,489,835

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  28.8  8.5  11.2  48.5

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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